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研究成果概要 
 低温化するサファイア鏡の低温懸架装置の基本骨格構造の設計を終了し，実機製作に入
った。サファイア懸架についてはプロトモデルの接合用の耳の形状測定を KEK機械工学
センターの協力を得て行い、許容限界の約 1/3 程度の範囲で製作されていることを確認
した。表面粗さは NAOJの協力を得て rms値で仕様目標値に入ることが確認できた。こ
れらにより、耳の製作目処が立った。 
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